



































































































































































































































































































































































































































1 2 3 4
1．CESの
2．反社会的行動の自己認知
3．反社会的行動の他者認知
4．反社会的行動の一般善悪評定
5。他者認知と自己認知の差
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．65＊＊
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㌦01
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co：r：relation（！）　＊＊ρ＜。01，＊ρ＜。05
　男性において，反社会的行動の自己認知はうつ傾向と弱いが有意な正の相関をもっていたが，
女性には相関が見られなかった。したがって，男性うつ傾向者は軽微な反社会的行動について自
己を否定的に認知している傾向が示された。また，男性のうつ傾向者は，反社会的行動について
他者認知とも正の相関を示した。このことから，軽微な反社会的行動について健常範囲の男性う
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つ傾向者は，「自分だけが行っている」と認知しておらず，うつ傾向が高いほど自分と他人の両
方がいっそう行っていると認知していることが示唆された。
　一方，一一般善悪判断は男女ともうつ傾向と相関を示さなかった。このことは，男性において，
単に道徳的規範意識が高いことが自他の行為を否定的に認知する原因ではないことを示唆する。
また，うつ傾向と「他者認知と自己認知の差」にも相関はみられず，この範囲で，自他の比較が
うつ傾向にかかわっている可能性は低いことが示唆された。
重回帰鈴析（男性のみ）
　男性において，反社会的行動の自己認知と他者認知がうつ傾向と正の相関を示したので，男性
について，CE8D得点を従属変数とし，反社会的行動の自己認知・他者認知・一般善悪評定を
予測変数とする重回帰分析（強制投入法）を行った（Table　3）。
Table　3．　CES－D得点を従属変数とし，反社会的行動の自己認知・他者認知・一般善悪評定
　　　　を予測変数とする重回帰分析の結果（強制投入法：男性のみを対象）．
β 6
反社会的行動の自己認知
反社会的行動の他者認知
反社会的行動の一般善悪評定
ユ89
298
ユ17
1．649
2．588
1。096
ユ04
．012
。277
　モデル全体の重決定係数は。179であり，予測力は有意であった（π（3，72）一5、16，．ρく。Ol）。　CE8
D得点を有意に予測した変数は，反社会的行動の他者認知のみであった。サンプルサイズが小
さく，限定的なデータであるものの，反社会行動においては他者に対するネガティブ認知がうつ
傾：向と最：も関連が強いことが示唆された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ
　以上のように，うつ傾向は，男性に限り，反社会的行動に関して自他の否定的認知と関連を持
つが，自他の比較とは関連が低いこと，一般的な規範意識の高さとは関連がないことが示された。
これは，うつ傾向者の否定的認知が自他の比較や自分と主観的な規範との比較過程によるのでは
なく，自他を全般的に「悪いことをしがち」と認知している結果である可能性を示唆する。
　一方，女性については，反社会行動に対する認知はうつ傾向と関係を示さず，男性と相関の様
子がかなり異なることが示された。この違いが何に起因するかは明らかではない。ひとつの可能
性として，反社会行動において，女性は性役割期待がより強い抑制要因となっているため，性役
割に関する認知などが反社会行動認知に及ぼす影響が強くなる結果，うつ傾向との関連がかき消
されることがあるだろう。
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　今後は，調査対象者数を増やして今回の知見を確認すること，反社会的行動以外の認知で性差
や自他の比較過程を検討すること，などが課題となる。
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